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第１章 中間市の人口の概況 

  （１）人口と世帯の推移 

本市の人口は、昭和60年国勢調査時点では50,294人と5万人を超えていたものの、

年々減少傾向にあり、平成17年国勢調査人口は46,560人で、昭和60年からの20年間

で3,734人の減少となっており、福岡県の「人口移動調査年報」（注）による本市の直近

（平成21年）の人口は44,603人です。 

 人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）「福岡県人口移動調査年報」の人口は、国勢調査の数値を基準とし、「福岡県人口移動調査」によって得られ

る毎月の出生者、死亡者、転入者、転出者及び世帯の増減を加減し算出している。平成21年10月1日現在の

数値の人口動態については平成20年10月1日から平成21年９月30日までの数値をとりまとめたものである。基

準人口となる国勢調査人口の中には、｢年齢不詳｣も含まれているが、日本人と外国人の区別がつかないため、

福岡県では、これをすべて日本人とみなして基準人口に加えている。 
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出所：昭和60年～平成17年は国勢調査。

　　　　平成21年は福岡県「人口移動調査年報（平成21年10月1日現在）」による。
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世帯数は年々増加傾向にあり、平成17年の国勢調査世帯数は17,880世帯です。た

だし世帯規模は縮小傾向にあり、平成1７年の一世帯当たり平均人数は2.60人となって

います。 

 

 世帯数・世帯規模の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人口・世帯数等の推移 
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出所：国勢調査

単位 昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年

人口 （人） 50,294 49,216 49,353 48,032 46,560

増加率 （％） 3.39% -2.14% 0.28% -2.68% -3.06%

人口密度 （人） 3,197 3,080 3,088 3,006 2,914

世帯数 （戸） 15,716 16,149 16,924 17,574 17,880

人口／世帯 （人） 3.20 3.05 2.92 2.73 2.60

昼間人口 （人） 36,892 39,920 38,818 40,081 40,405

昼間人口 （指数） 75.8 79.4 79.1 81.2 84.1

(注）　昼間人口指数＝昼間人口÷人口×100 出所：国勢調査
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  (2)人口構成比の推移 

総人口が減り続けるなか、高齢者比率（65歳以上人口が総人口に占める割合）は

年々上昇しており、平成17年では25.4％と４人に１人が高齢者となり、平成21年では29.

3％とほぼ３割に達しています。 

少子化にともない、年少人口比率（15歳未満人口が総人口に占める割合）は年々低

下傾向にありますが、近年は、年少人口比率の減少率よりも生産年齢人口比率（15～6

4歳人口が総人口に占める割合）の減少率の方が高くなっています。 

 

 年齢別人口構成比の推移 
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出所：昭和60年～平成17年は国勢調査。　※構成比は年齢不詳人口を除く人口に対する構成比。

　　　 平成21年は福岡県「人口移動調査年報（平成21年10月1日現在）」による。

44,603
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 人口指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標

年次 0～14歳 15～64歳 65歳

昭和45年 22.8% 70.6% 6.6% 41.8% 29.1% 6.6%

昭和50年 22.8% 70.0% 7.2% 42.8% 31.5% 7.2%

昭和55年 22.8% 68.8% 8.4% 45.3% 36.7% 8.4%

昭和60年 21.2% 68.2% 10.6% 46.6% 49.8% 10.6%

平成 2年 17.5% 68.8% 13.7% 45.3% 78.1% 13.7%

平成 7年 15.1% 67.5% 17.4% 48.1% 115.3% 17.4%

平成12年 13.4% 65.1% 21.4% 53.6% 159.6% 21.4%

平成17年 12.3% 62.3% 25.4% 60.5% 206.9% 25.4%

平成21年 11.9% 58.8% 29.3% 70.1% 247.4% 29.3%
※構成比は年齢不詳を除く総数に対する比率

出所：昭和45年～平成17年は国勢調査。　※構成比は年齢不詳人口を除く人口に対する構成比。

　　　 平成21年は福岡県「人口移動調査年報（平成21年10月1日現在）」による。

人口構成比
従属人口指数 老齢化指数 高齢化率

１．従属人口指数

２．老齢化指数

３．高齢化率
６５歳以上人口

総人口

× １００

× １００

× １００

０～１４歳人口＋６５歳以上人口

１５～６４歳人口

６５歳以上人口

０～１４歳人口
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高齢者比率（65歳以上人口が総人口に占める割合）を全国値、福岡県、本市で比

較してみると、昭和60年の時点では、本市は全国、福岡県とほぼ同程度の水準でした

が、全国や福岡県よりも高齢化のスピードが高く、平成21年では全国値を6.5ポイント、

福岡県を7.3ポイント上回る水準にあります。 

 

 高齢者比率の推移（全国・福岡県・中間市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年代別にみた人口ピラミッドの変化をみると、平成7年の人口ピラミッドは10代か

ら20代前半に膨らみのある「ひょうたん型」の形態となっていますが、平成12年では10

代人口の減少によって、やや下細りの形に変化しています。 

平成17年では平成12年とさほど大きな違いはありませんが、女性人口が男性人口よ

りも約3,500人多く、男女の人口バランスが崩れてきている状況がみられます。 
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出所：昭和60年～平成17年は国勢調査。

　　　　全国の平成21年は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」による。
　　　　福岡県、中間市の平成21年は福岡県「人口移動調査年報（平成21年10月1日現在）」による。
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 国勢調査による５歳区分年齢・性別人口構成（平成７年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         国勢調査による５歳区分年齢・性別人口構成（平成１２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国勢調査による５歳区分年齢・性別人口構成（平成１７年） 
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  (3)人口動態 

人口動態をみると、全国的に少子高齢化が進むなか、平成3年以降、本市の出生・

死亡数は死亡が出生を上回る“自然減”の状況にあり、平成15年以降は毎年自然減数

が100人を超えています。社会増減数は近年では300人超で推移しており、純増減数

に占める社会増減数の割合が7割近くに達するなど、本市の人口減少の大きな要因は

転出が転入を上回る“社会減”にあるといえます。 

 

 自然増減・社会増減 
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(人)

出生 死亡 増減数 転入 転出 増減数
平成元年 461 371 90 2,223 2,600 -377 -287 
平成2年 403 319 84 2,141 2,439 -298 -214 
平成3年 363 392 -29 2,125 2,476 -351 -380 
平成4年 397 440 -43 2,300 2,154 146 103
平成5年 342 393 -51 2,339 2,307 32 -19 
平成6年 395 393 2 2,279 2,177 102 104
平成7年 359 400 -41 2,417 2,175 242 201
平成8年 377 424 -47 2,102 2,288 -186 -233 
平成9年 386 418 -32 2,074 2,252 -178 -210 
平成10年 357 448 -91 2,002 2,055 -53 -144 
平成11年 388 497 -109 1,936 2,214 -278 -387 
平成12年 372 453 -81 2,079 2,231 -152 -233 
平成13年 363 454 -91 1,995 2,206 -211 -302 
平成14年 344 420 -76 2,040 2,212 -172 -248 
平成15年 349 457 -108 1,981 2,129 -148 -256 
平成16年 333 488 -155 1,826 1,936 -110 -265 
平成17年 320 489 -169 1,737 1,990 -253 -422 
平成18年 345 504 -159 1,768 2,035 -267 -426 
平成19年 337 488 -151 1,687 2,068 -381 -532 
平成20年 326 495 -169 1,532 1,883 -351 -520 
平成21年 381 545 -164 1,573 1,908 -335 -499 

平均 367 442 -76 2,007 2,178 -170 -246 

※各年1月1日～12月31日 出所：中間市市民課
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  (4)人口流動 

平成17年国勢調査による通勤・通学による流出入状況をみると、中間市内に常住す

る15歳以上の就業者及び通学者のうち、本市内に通勤・通学する人は7,496人、本市

から他市町村へ通勤・通学する人が14,144人、他市町村から本市へ通勤・通学する人

が6,793人で、約7,400人の流出超となっています。 

他市町村からの通勤・通学者数は北九州市八幡西区（3,138人）が最も多く、以下、

遠賀郡水巻町（640人）、直方市（406人）、鞍手郡鞍手町（379人）、北九州市若松区（3

43人）、遠賀郡遠賀町（329人）となっています。 

本市からの通勤・通学先も、北九州市八幡西区（5,471人）が最も多く、以下、北九州

市小倉北区（1,285人）、八幡東区（877人）、直方市（884人）、北九州市若松区（777

人）、戸畑区（656人）、福岡市（651人）となっています。 

 

 通勤・通学による流出入状況（平成17年国勢調査による） 
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→（当該市町村から中間市へ流入）

←（当該市町村へ中間市から流出）

379

481

640

585

329

395

（県外からの流入人口：29人、県外への流出人口：189人） 

（上記ＭＡＰに示す以外の県内他市町村からの流入人口：300人、県内他市町村への流出人口：408人） 
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  (5)就業人口の推移 

中間市の平成1７年の就業人口は19,383人で、就業人口はほぼ２万人前後で推移し

ています。 

産業別就業者の構成比の推移をみると、平成2年以降、第２次産業就業者比率が大

きく低下しており、平成2年（8,231人）から17年（6,327人）にかけて2,000人近く減少して

おり、製造業離れが加速しています。 

第３次産業就業者のウェイトは増加傾向にあり、平成17年の第3次産業就業者比率

は66.1％です。 

 

             産業別就業人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     産業別就業人口の推移 
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出所：国勢調査
注）総数には分類不能を含む。

19,383

（単位：人）

区分 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

第1次産業 239 187 182 127 152

第2次産業 8,273 8,231 8,230 7,333 6,327

第3次産業 11,613 11,867 12,687 12,648 12,633

分類不能 69 66 110 64 271

計 20,194 20,351 21,209 20,172 19,383

出所：国勢調査
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第２章 将来人口の見通し 

第４次総合計画前期計画（平成18年～22年）策定時における人口設定は、策定時

に最も近い平成17年国勢調査人口が46,560人で、第４次総合計画の最終年度（平成2

7年）の将来人口を41,763人と予測しているが、本市において、効率的な行財政運営を

行ううえでの必要人口を50,000人とし、本計画完了時の平成27年度の目標人口を50,0

00人と設定しています。 

今回の予測では、平成１２年と１７年の国勢調査による男女各歳人口を基に『コーホ

ート要因法』によって求め、この数値を将来人口の推計値としました。 

なお、社会移動率は平成12年から平成17年にかけての傾向が一定で推移すると想

定して推計を行った結果、第４次総合計画の最終年度（平成27年）の将来人口は42,6

29人と前期計画時の予測よりも若干高めの予測となっています。 

また、平成２２年度に行われた国勢調査は、平成２３年３月現在人口速報（※）が公

表された段階です。今後、人口等基本集計は、平成２３年１０月頃に公表される予定に

なっています。 

 

 

      （参考）住民基本台帳人口・国勢調査人口の増減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成２３年２月国勢調査人口速報による。 

 

年 次 
人      口 

住民基本台帳 増  減 国勢調査 増  減 

昭和５５年 49,599 5,730 48,647 5,502

昭和６０年 51,101 1,502 50,294 1,647

平成２年 50,457 -644 49,216 -1,078

平成７年 50,482 25 49,353 137

平成１２年 49,322 -1,160 48,036 -1,317

平成１７年 48,000 -1,322 46,560 -1,476

平成２２年※ 45,299 -2,701 44,214 -2,346
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推計人口 

 

【男女別】  
年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 

総 計 46,560 44,686 42,629 40,288 37,716 35,028 32,347 

男性 21,555 20,586 19,535 18,389 17,163 15,909 14,698 

女性 25,005 24,100 23,094 21,899 20,553 19,119 17,649 

【年齢３区分別】 
             

年 2005 年 2010 年 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 

総 計 46,560 44,686 42,629 40,288 37,716 35,028 32,347 

0 歳～14 歳 5,720 5,062 4,466 3,872 3,404 3,035 2,716 

15 歳～64 歳 29,008 26,488 23,576 21,388 19,864 18,546 17,111 

65 歳以上 11,832 13,137 14,587 15,029 14,449 13,448 12,520 


